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 最先端の IT・エレクトロニクス総合展 “CEATEC JAPAN 2011” が、10月 4日（火）
～8日（土）、幕張メッセで開催されます。NHKは一般社団法人 電子情報技術産業協会
（JEITA）と共催でブースを出展します。 

 今年の展示テーマは「つながる・広がる！ スマートライフ」です。2011年 7月 24日
に東北 3県を除きテレビは完全にデジタル化されました。NHK／JEITAブースでは、完
全デジタル化後の新しい放送通信連携サービスや、放送がもつ災害時における重要な情
報インフラとしての役割などを紹介します。 

 主な展示内容は次のとおりです。 

① 

放送と通信が連携することで生みだされる多彩なコンテンツや、放送波の番組とネット
ワークの関連情報を組み合わせることによってより豊かに番組を視聴できる「Hybridcast」、
人と番組を結ぶソーシャルテレビサービス「teleda（テレダ）」などを紹介・体験いただけ
ます。 

新しい放送通信連携サービスの紹介 

② 

災害時の情報インフラである放送サービスの重要性、災害報道の取り組み、さらにそれ
らを支える超高感度カメラなどの最新の報道機材について紹介します。 

災害時の情報インフラとしての放送サービスの紹介 

③ 

テレビをはじめとした家庭における機器、カーエレクトロニクスの節電・省エネ方法紹
介や体験コーナーなどを通じてこれからのスマートライフを体感いただけます。 

節電・省エネとスマート社会へのご提案（JEITA展示） 

※）協賛：社団法人 日本ケーブルテレビ連盟（JCTA）、一般社団法人 日本ケーブルラボ（JLabs）、一般社団法人 IPTVフォーラム 

 

『つながる・広がる！ スマートライフ』 
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『つながる・広がる！ スマートライフ』 
 

 

 図１ ブースロゴ  

 

 

 

 図２ ＨＡＬＬ1,2,3 平面図  

 

 

 

 図３ NHK/JEITA ブース平面図  
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